
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
   
 
 
 

     工 事 名：東九州自動車道 川原橋（ＰＣ上部工）工事 

     発 注 者：日本道路公団 九州支社 

     位  置：鹿児島県国分市川原地内 

     道路規格：1 種 2 級Ｂ規格 

     形  式：11 径間連続ラーメン箱桁橋 

     荷  重：Ｂ活荷重 

     橋  長：1,146.0ｍ 

     有効幅員：  9.25ｍ 

     ＰＣ鋼材：架設ｹｰﾌﾞﾙ SWPR 7B 12S12.7（ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ工法） 

          完成ｹｰﾌﾞﾙ SWPR 7B 12S15.2（ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ工法） 

          床版横締ｹｰﾌﾞﾙ SWPR 19  1S21.8（SM 工法：ﾌﾟﾚｸﾞﾗｳﾄ） 

          せん断鋼棒 SBPR 930/1180 φ32（ﾃﾞｨﾋﾞﾀﾞｰｸ工法） 

 

NO.13 

こ く ぶ か わ は ら ば し

国 分 川 原 橋

▼橋梁諸元  

▼一般図  

国分川原橋は、東九州自動車道の鹿児島県末吉 IC と国分 IC 間に位置す

る橋長 1,146ｍの 11 径間連続ラーメン箱桁橋です。橋脚は鋼管コンクリー

ト複合構造を、高さの低い橋脚部では可動支承構造が採用され、平面線形

（Ｒ＝1,200ｍ）のある国内最長の連続ラーメン橋が実現されました。 
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     ▼設計概要 

  

  １）平面線形（Ｒ＝1,200ｍ）のある国内最長の連続ラーメン橋を実現するため、橋脚断面力の 

   分散を図るとともに、柱頭部の補強を行っています。 

   ① 高さの低い橋脚部での結合構造を可動支承構造とすることで、橋脚に発生する断面力を分散 

    するとともに、立体骨組解析を行い、桁の伸縮方向を確認し、支承線方向を設定しています。 

   ② 鋼管コンクリート橋脚とラーメン柱頭部の接合部はＲＣ構造として、立体ＦＥＭ解析を行 

    い、発生する応力に対する補強を行っています。 

  ２）耐久性の観点から、Ｐ１０～Ａ２径間で、鋼製シースの代わりにポリエチレンシースを 

   採用して、施工性の確認を行っています。 

    

   
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

▼工程表  

平成10年 平成11年 平成12年
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

詳細設計及び準備工

柱頭部施工

ワーゲン施工

支保工施工

橋 面 工

発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先： 東京都中央区佃2 丁目1 番6 号   TEL.03-4582-3063 

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 


